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一　般　演　題
、A》～、

1・光ディスクを利用した画像処理効果と評価のための

　　コンピュータ支援プログラム（CAI）の開発

小島　一彦　　越田　吉郎　　（金沢大・医短）

　画像データの処理とファイリングへのコンピュータの

有効な利用が期待されている．高速の画像記録と再生が

可能な3．5GBの光ディスクの利用により画像操作を容

易にし，処理画像のマルチ表示と処理効果の評価がス

ムーズに行えるシステムを検討した．さらに，画像評価

の方法として代表的なROC解析や分解能測定を表示画

面の指示に従って，評価データが収集できるコンピュー

タ支援プログラム（CADの開発を行った．メインプロ

グラムはBASIC言語で作成し，画像データは光ディス

ク内のデータベースから検索し，説明やカテゴリーなら

びに記入項目は画面ごとにワードプロセッサで作成でき

る方式を用いた．

、、、∨

100KeV）である．まず較正は毎日使用時に行い，デー

タを検証している．ファントムを用いた検者内における

再現性は，CVが0．35－1．32％と良好であった．また当

装置では介在する組織の厚さに有意な影響を受けなかっ

た．検査時間は12．3－18分と比較的短時間で済み，腰椎，

大腿骨頸部および任意の部位の骨塩量の測定が可能であ

る．使用経験上，欧米に比して日本人の骨塩量は低い傾

向にあり，日本人における骨塩量の標準分布図作製の必

要性が示唆された．

3．Factor　Analysisによる腎皮質機能の病態生理学的

　　検肘一第2報：局所通過時間への重力効果につ

　　いて一

小野　元嗣　　竹田　　寛　　前田　寿登

伊藤　綱朗　　寺田　尚弘　　中川　　毅

山口　信夫　　　　　　　　　　（三重大・放）

2．デュアルエネルギー光子吸収法による骨塩量の測定

　　一臨床的検肘（第1報）一

南部一郎
古本　尚文

中嶋愛子

柿下　正雄
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亀井哲也

征矢敏雄

二谷立介
（富山医薬大・放）

　Osteoporosis早期診断のためのGd－153使用の二光

子吸収法による骨塩定量分析装置の基礎的検討および使

用経験を報告する．装置はNorland社製二光子骨塩定

量分析装置2600型，使用核種はGd－1531Ci　144　KeV，

　腎皮質におけるurine　fiowに対する重力の影響を調べ

るため，99mTc－DTPA　studyをFactor　Analysisを用い

て解析し，検討を行った．

　正常例座位では，腎皮質因子は上極を中心に分布し，

下極の皮質通過時間は上極と比較し有意の遅延を示した．

腹臥位では，皮質因子は上，下極ともに均一に分布し，

通過時間は座位での上極と下極の通過時間のほぼ中間の

値を示した．閉塞性腎疾患群では，座位の場合でも皮質

因子の分布は均一で，上極と下極とでは通過時間に大き

な差は認めなかった．

　腎皮質でのurine　flowには重力が影響し，正常例では

上極と下極の皮質通過時間に差がみられるが，urine
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